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エキノコックス症の感染危険要因

―北海道根室地方における症例対照研究―

山本 長史 大宮 彬男

岸 玲子 三宅 浩次

　エキノコックス症の感染危険要因を明らかにするため，症例対照研究を行った。北海道根室支庁管内の平

成4～5年度に登録されていた患者61人に抗体陽性の要観察者76人を加えた137人を症例群とした。対照群は

各症例について，住所地（市町），性および年齢（±5歳以内）をマッチングの条件とし，症例1人当たり

対照5人になるように住民基本台帳から無作為抽出した。エキノコックス症は感染してから症状が出るまで

10～20年かかるため，感染または発症して登録された時期から10年前と20年前に分けてリスク要因と思われ

る事項を聞いた。

　1)　症例99例と対照430人について単変量解析を行ったところ，「登録された11～20年前」の時期の「酪農，

農業従事」，「井戸水の飲用」，「牛」と「馬」の飼育が，感染危険を高める有意な要因であった。「10年前か

ら登録年度」までの時期では，「酪農，農業従事」，「井戸水の飲用」，「牛」，「馬」，「猫」と「豚」の飼育が

有意な危険要因であった。生活歴については，調査時点の「生ゴミの焼却処理」，「家畜の後産の焼却処理」，

10年前の「生ゴミの堆肥場での処理」が有意に高いリスク要因であった。逆に「登録年度の11～20年前」の

時点の「上水道の使用」，「生水（川水など）を飲まない」，調査時点と10年前の時点の「生ゴミのゴミ収集

での処理」，調査時点の「家畜の後産の堆肥場での処理」は，リスクを下げる方向で有意であった．

　2)　多変量解析の結果は，「登録年度の11～20年前」の時期で解析すると，飲用水として「井戸水の使用」，

「牛」の飼育が有意の危険要因であった。また「10年前から登録年度」までの時期の解析では，飲用水とし

て「井戸水の使用」，「牛」，「豚」の飼育が他の要因で調整しても独立の危険要因として残った。

　本調査の研究結果から今後のエキノコックス症の検診や健康教育は，「酪農などの農業」に従事している

人や「井戸水を使用」している人に，積極的に行う必要がある。さらに上水道の普及を積極的に推進すると

ともに，「井戸水を使用」している人に対しては井戸周辺にキタキツネが近づかないようにするなどの予防

対策を行っていく必要があると思われる。
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